
精 神
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しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

( 退 院
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促 進
そくしん

) 事 業
じぎょう

検 討
けんとう

に関する
かんする

意見書
いけんしょ
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地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

( 退 院
たいいん

促 進
そくしん

) 事 業
じぎょう

は、長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

を余儀なく
よ ぎ な く

され 病 院
びょういん

が住まい
す ま い

と

化して
か し て

いる精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」を是正
ぜせい

解 消
かいしょう

するために、退 院
たいいん

に

向けた
む け た

多様
たよう

な働きかけ
はたらきかけ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

の条件づくり
じょうけんづくり

を支援
しえん

し、地域
ちいき

での暮らし
く ら し

を再 構 築
さいこうちく

するものです。 

本 事 業
ほんじぎょう

は平 成
へいせい

15 年
ねん

の大 阪
おおさか

でのモデル
も で る

事 業
じぎょう

実施
じっし

に端
たん

を発し
はっし

、その後
そ の ご

国
こく

の施策化
しさくか

による全 国
ぜんこく

展 開
てんかい

という推移
すいい

により、多く
おおく

の人
ひと

たちの退 院
たいいん

、社 会
しゃかい

参加
さんか

を実 現
じつげん

してき

ました。しかし 一 方
いっぽう

では退院後
たいいんご

の 生 活
せいかつ

の 安 定
あんてい

がはかれず 再 入 院
さいにゅういん

となる 例
れい

も

尐なく
すくなく

ないことから、地域
ちいき

定 着 率
ていちゃくりつ

が課題
かだい

視
し
されています。 

先
さき

の「改 正
かいせい

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

(つなぎ法
つなぎほう

)」では、地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

は次
じ
年度
ねんど

よりスタッフ
す た っ ふ

配置
はいち

及び
および

退 院
たいいん

支援
しえん

の実 践
じっせん

の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

を打ち出して
う ち だ し て

おります。

しかしそもそも実 践
じっせん

の多面性
ためんせい

( 対 象 者
たいしょうしゃ

個別
こべつ

支援
しえん

のみならず 病 院
びょういん

へのアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

や

多様
たよう

なソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

)を鑑みた
かんがみた

場合
ばあい

に、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

が相応しい
ふさわしい

のかという議論
ぎろん

も含め
ふくめ

、

本個別
ほんこべつ

給付化
きゅうふか

によって今
いま

まで行われて
おこなわれて

きた地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

の活 動
かつどう

が 縮 小
しゅくしょう

されることがないよう求め
もとめ

、また先
さき

の課題
かだい

の克 服
こくふく

も包 摂
ほうせつ

し、引き続き
ひきつづき

支援
しえん

事 業
じぎょう

として

大きく
おおきく

推 進
すいしん

をはかり、法 定
ほうてい

制度
せいど

としての 拡 充
かくじゅう

を強く
つよく

願う
ねがう

ものです。つきましては、

下記
か き

の観 点
かんてん

について特 段
とくだん

の配 慮
はいりょ

をもった検 討
けんとう

がなされますよう、なにとぞよろしくお

願い
ねがい

いたします。 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第 1 4 回
だい  かい
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伊 澤
いざわ

委 員
いいん

提 出
ていしゅつ

資 料
しりょう

 



                    記
き

 

1. 地域
ちいき

定 着
ていちゃく

の 推 進
すいしん

や 再 入 院
さいにゅういん

を予防
よぼう

するという視点
してん

から、社 会
しゃかい

資源
しげん

(住まい
す ま い

・

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

・訪 問
ほうもん

)の 量
りょう

と質
しつ

の飛躍的
ひやくてき

拡 充
かくじゅう

を促 進
そくしん

するという観 点
かんてん

 

2. 全 国
ぜんこく

の 社 会 的
しゃかいてき

入 院 者 数
にゅういんしゃかず

を 人 口
じんこう

割り
わ り

で導き出した
みちびきだした

現 行
げんこう

の 目 標
もくひょう

数値
すうち

では

なく、国
くに

による「630 調 査
ちょうさ

」等
など

で明らか
あきらか

にしている実 体
じったい

を伴 う
ともなう

数値
すうち

目 標
もくひょう

設 定
せってい

という観 点
かんてん

 

3. 地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

の「市 長
しちょう

村
むら

障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

」 上
じょう

の位置づけ
い ち づ け

や

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の部会
ぶかい

やワーキング
わ ー き ん ぐ

等
など

での取り組み
と り く み

課題
かだい

という観 点
かんてん

 

4. 個別
こべつ

の 退 院
たいいん

支援
しえん

の み な ら ず 、 病 棟
びょうとう

へ の 訪 問
ほうもん

や OT 等
など

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

参加
さんか

(チームアプローチ
ち ー む あ ぷ ろ ー ち

)による 入 院 者
にゅういんしゃ

との 交 流
こうりゅう

促 進
そくしん

、 退 院
たいいん

意欲
いよく

を喚起
かんき

し 退 院
たいいん

条件づくり
じょうけんづくり

のための 情 報
じょうほう

発 信
はっしん

など、 事 業
じぎょう

の 正 式
せいしき

利用前
りようまえ

の 対 象 者
たいしょうしゃ

への

多彩
たさい

なアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

を 保 障
ほしょう

するような、 現 在
げんざい

行われて
おこなわれて

いる 実 践
じっせん

の 総 合 的
そうごうてき

制度
せいど

保 障
ほしょう

という観 点
かんてん

 

5. 地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

活 動
かつどう

にかかわるピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

の活 動
かつどう

を高く
たかく

評 価
ひょうか

し、

さらに 拡 充
かくじゅう

、活性化
かっせいか

させるという観 点
かんてん

 

6.  個別
こべつ

給付化
きゅうふか

について 

・退 院
たいいん

への意思
い し

形 成
けいせい

アプローチ
あ ぷ ろ ー ち

から始まり
はじまり

退 院
たいいん

準 備
じゅんび

支援
しえん

、退 院
たいいん

、 定 着
ていちゃく

支援
しえん

という一 連
いちれん

の支援
しえん

の流れ
ながれ

で、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の始点
してん

をどの時点
じてん

からと位置づける
い ち づ け る

のかとい

う観 点
かんてん

 

・地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

に 専 従
せんじゅう

スタッフ
す た っ ふ

の配置
はいち

が可能
かのう

となる 報 酬
ほうしゅう

基 準
きじゅん

の設 定
せってい

という観 点
かんてん

 

平 成
へいせい

23 年
ねん

5 月
がつ
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